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 本博士論文では，近年教育現場において急増している，校外の専門家によるワークシ
ョップ型授業実践の学習環境デザインに取り組むことを試みた。本論では①様々な関係
者による社会的相互作用によって進行する社会的実践として音楽アウトリーチを記述
すること，②音楽アウトリーチにおける授業者の即興的な教授行為の特徴を把握するこ
と，③これらの結果からワークショップ型授業における教師と専門家の連携の支援策を
提案すると共に，ワークショップ型授業の学習環境デザインの改善策について指針を得
ること，の 3 点を目的とし，教育現場においてプロの音楽家が出張して行う授業実践で
ある「音楽アウトリーチ」を取り上げ，研究を行った。研究デザインに際しては
Engeström（1987）の「拡張的発達研究の方法論的サイクル」を参考とし，研究 1〜3
では個々の事例を超えた拡がりをもつ社会的実践としての音楽アウトリーチの記述を
行い，研究 4 ではここで得られた知見から仮説を生成すると共に，教師−専門家の協働
を支援する方策について検討することとした。また研究 5〜8 では，音楽アウトリーチ
における教授学習過程の相互行為分析を行うと共に，公教育における授業実践という文
脈の特殊性についても検討し，ここで得られた知見からワークショップ型授業実践の意
義の明確化とより発達的な学習環境デザインの提案を行うこととした。 
	 研究 1〜3 の結果の検討から，次のような 3 つの仮説が生成された。第 1 に，質の高
い演奏は情動的な体験を引き起こすという素朴な学習観や質の高い演奏に対する信頼
が「権威的な言葉」（Bakhtin, 1975 伊藤訳 1996）となり，それが実践に対する意味
づけを制限してしまっている可能性があるということ。第 2 に，アウトリーチやワーク
ショップ型の授業実践においては，従来型の獲得的な学習観とは異なる学習が志向され
ているにも関わらず，実践者が獲得的な学習を語る言葉しか有していないということ。
そして第 3 に，インタビューという特殊な言語実践の設定が，実践者がこれまでの経験
を関連づけて語り，水平的な学習の過程を可視化する場として機能していたということ
である。 
	 これらの仮説を検証し，教師−専門家の協働を支援する方策の提案という第 3 の目的
につなげるため，研究 4 では研究者と音楽家が保育園において 2 年間行った長期的なア
ウトリーチの事例を取り上げ，ここで継続的に実施されたミーティングにおける言説使
用の変化について縦断的な検討を行った。その結果，その場で「権威的な言葉」となっ
ている言説に対して，それを問い直すような問いかけを研究者が行い，それによって実
践者が即興的な語りによる実践への意味づけを試みた結果，実践に対する新たな意味づ
けが生起する過程が記述された。これにより，「権威的な言葉」に対する新たな語り方
を模索するような言語実践の設定が実践への意味づけのダイナミクスを喚起すること
が示唆され，このような「権威的な言葉の把握と問い直し」という働きかけが，教師−
専門家の協働支援の一方策としての有効である可能性が示された。 
	 研究 5〜8 では，音楽アウトリーチの実施場面における教授・学習過程を明らかにす
るという第 2 の目的に取り組むため，小学校での音楽鑑賞アウトリーチ実施場面の相互
行為分析を行い，さらに指揮者によるオーケストラの合奏指導アウトリーチ場面と比較
することによって，公教育における授業実践という文脈の特殊性についても検討した。 
	 研究 5・6 及び研究 7・8 の結果から，音楽アウトリーチにおける教授・学習過程の
特徴について，オーケストラにおける教授・学習過程との比較から検討を行った。その
結果，ワークショップ型の実践ではどのような構造の対話を展開するのかが授業者だけ
でなく学習者に対しても開かれており，これがワークショップ型の授業実践の具体的な
意義の 1 つであること，及び事前のプログラムの設定や児童の反応の予測を強く求める
公教育の授業実践という文脈によって，そこで生じる相互行為の形態が事前に設定した
プログラムによって規定される傾向にあり，授業者による相互行為の即興的な展開可能
性が阻害されている可能性が指摘された。 
	 これを仮説とし，Holzman（2009）による「社会的完成活動」としての相互行為を
重視する発達的学習についての議論を参照することで新たな音楽アウトリーチの学習
環境デザインの提案につながると考え，理論的検討を行った。検討の結果，Holzman
の重視するインプロの方法論とそこでの "Yes, and" のルールを応用することで，社会
的感性活動としてのワークショップ型授業の提案が期待できると考え，従来の「ワーク
ショップ型」の実践と対比させ，インプロ及び "Yes, and" のルールを応用した実践の
枠組みを「パフォーマンス型」と名付けた上で，本論から提案する学習環境デザインの
方策の理論的萌芽と位置付けた。さらに，「パフォーマンス型」の音楽アウトリーチの
具体について，「即興演奏」を取り入れた音楽アウトリーチの実施可能性について考察
し，実施の際の注意点について検討を行った。 
	 最後に，以上の論考で指摘された校外専門家と教育現場の協働実践における問題点に
ついて，「実践の意味生成からの疎外」としてまとめると共に，「権威的な言葉の把握
と問い直し」「パフォーマンス型プログラム」という 2 つの提案を，いずれも「実践の
意味生成からの疎外」を克服し，実践者それぞれが実践についての意味生成的な対話を
構築することを目指すものであると位置付けた。 
 
